
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 元請け

事故区分 その他の物損 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル （技術監理課で記入） 休業見込日数 ―

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

再発防止に向けた安全会議を実施

公 共 工 事 等 事 故 情 報

　工事用車両の運転者は交通誘導員の指示に従い、運転者自身も周囲の確認を十分に行いながら
慎重な運転を行うよう徹底する。また、交通誘導員は常に車両周辺に注意を払って声掛けを行いなが
ら誘導することで再発防止に努める。

事故状況図

改善状況図

令和４年10月３日（月曜日）12時00分

家屋擁壁の損傷

　道路舗装機械（アスファルトフィニッシャー）を回送したトラック（長さ約10ｍ）が沿道住宅の擁壁に接
触し、これを損傷させた（外壁に約25cmの傷）もの。

トラック運転者と交通誘導員双方の注意が主に前方道路一般交通に向けられていたため、車体左後
方への注意が疎かになったため。
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